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1. 化学物質規制への対応

• 化学物質規制の仕組みと臭化メチルにおける変更点

• 新たな規制項目とケミクレアの対応

2. リスクアセスメント実施の流れ

• 危険性に関するリスクアセスメント手法

• 有害性に関するリスクアセスメント手法
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化学物質規制の仕組みと臭化メチルにおける変更点
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臭化メチルはこれまでも特化則第2類物質
個別に具体的な措置義務あり

リスクアセスメント義務あり

「ばく露濃度基準以下とする義務」
「ばく露濃度をなるべく低くする措置を講じる
義務」が設定

臭化メチルの許容濃度(ばく露限界値)は
1ppm(日本産衛学会、ACGIH)
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ばく露濃度を基にした
リスクアセスメントへ変更 (後述)

リスク低減措置内容の説明・労働者
からのばく露状況の意見聴取を年1
回実施
記録を作成・保存するように変更

化学物質規制とケミクレアでの対応(抜粋) ①
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新たに化学物質管理者を選任

臭化メチルの製造事業場なので
専門的講習の修了者を選任

化学物質規制とケミクレアでの対応(抜粋) ②
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適切な保護具・保護具管理の
見直しを実施中

新たに保護具着用管理責任者
を選任

化学物質規制とケミクレアでの対応(抜粋) ③
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安全衛生委員会で化学物質の自律
的な管理の状況を報告・調査審議
することと変更

速やかに、医師等による健康診断
を実施できるように見直しを実施
中

化学物質規制とケミクレアでの対応(抜粋) ④
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化学物質規制項目の施行期日
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作業ごとのリスクアセスメント

合成工程 • 化学物質を
混合し合成

精製工程 • 単一物質へ
精製

充填工程 • ボンベ充填
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ケミクレアのリスク評価①

リスク評価

リスク判定

対策の優先度

NG!
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ケミクレアのリスク評価②
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ばく露濃度等を含めたリスクアセスメント実施の流れ
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危険性と有害性

リスク

危険性
火災

爆発

有害性 健康障害

：臭化メチルのGHSマーク
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リスクの見積り
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はじめは簡易的な手法・ツールでリスクを評価する
・スクリーニング支援ツール
・CREATE-SIMPLE

厚労省サイトにツールやマニュアルなどもダウンロード・閲覧可能

厚生労働省 ＞ 職場の安全サイト ＞ 化学物質のリスクアセスメント実施支援
(https://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/kag/ankgc07.htm)

危険性に関するリスクアセスメント手法
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・厚生労働省の作成したリスクアセスメント実施支援ツール

・通常は危険性と有害性どちらも一挙に評価できる

・対象物質が常温で気体の場合は有害性を評価できない

CREATE-SIMPLEについて



18

CREATE-SIMPLE 実施例①

① ②
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CREATE-SIMPLE 実施例②
③ ④
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CREATE-SIMPLE 実施例③
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ケミクレアのリスク評価③

リスク評価

リスク判定

対策の優先度

OK!
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ケミクレアのリスク評価④
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ケミクレアのリスク評価⑤
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有害性に関するリスクアセスメント手法
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・厚生労働省が検知管を用いた手法を提供している

厚生労働省 ＞ 職場の安全サイト ＞ 化学物質のリスクアセスメント実施支援
(https://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/kag/ankgc07.htm)

・ガイドブック/支援シートを活用可能

・ガイドブックから詳細な解説が確認できる

・支援シートにも簡単な使用方法が付属している

・特別な測定技術・資格などが不要

・正確に評価するにはある程度の理解と準備が必要 気体採取器

検知管

簡易測定（検知管）について

https://www.gastec.co.jp/product/detector_tube/type/
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検知管によるリスクアセスメント 実施例①
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検知管によるリスクアセスメント 実施例②
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検知管によるリスクアセスメント 実施例③
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ケミクレアのリスク評価⑥
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リスクアセスメント結果の周知と記録
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・労働安全衛生法の新たな化学物質規制の概要
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001083280.pdf

・化学物質管理者講習テキスト
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001083281.pdf

・化学物質のリスクアセスメント実施支援
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/kag/ankgc07.htm

参考資料

https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001083280.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001083281.pdf
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/kag/ankgc07.htm


ご清聴ありがとうございました。
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・安衛研が提供する、主に化学プラント・設備における火災や爆発、漏えい、破裂などのプロセス災害を防止
することを目的としたリスクアセスメント等の進め方を厚生労働省の指針に沿ってまとめたツール。スクリー
ニング支援ツールよりも精緻なリスクアセスメントを実施することが可能だが一定の専門知識を要する。

作業ごとにシナリオを想定

既存のリスク低減措置を確認

追加のリスク低減措置を検討

安衛研手法
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